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1. はじめに 
論文誌「大学情報システム環境研究」は国

公立大学情報システム研究会(IS 研究会) が

年1回発行する論文集である．大学における

情報システムの管理・運営や利活用などに関

する内容を報告することで会員相互の情報共

有を円滑に行うことを目的としている．また

このような日頃の活動に関する報告がなかな

か権威ある学術論文誌に論文として採録され

にくい現状を踏まえ，業績として認められる

ように，学会と同レベルの査読を行っている．

本誌に投稿するには，事前に各地区ブロック

の研究会で発表するか，年に1 回の総会で発

表することが要請されている．改めて関係者

の貢献を歓迎したい．ここではこの論文誌に

論文，報告などを投稿する際にまもるべきス

タイルについて解説する． 



 
2. 基本方針 
 記述言語は日本語または英語とすること． 

 最終原稿はPDFファイルとすること．そ

の際，フォントを埋め込んであることが 

望ましい． 

 原稿はA4ポートレイト(縦長，詳細は後

述) とし，特に枚数に制限を設けないが，

通常の学会論文誌に準じて8ページ程度

が望ましい．記述が冗長にならないよう

に十分に注意すること． 

 論文については原著論文，実践論文の 2

種類があり，特に「オリジナルな研究，

世界で初めての実験・試行の結果につい

て述べたもの」は原著論文とし，先進的

な試みについて述べたもの等は実践論文

として取り扱う． 

 論文(原著，実践) の他に，解説，報告，

その他(総説・展望，技術紹介など) とい

う分類を設ける． 

 分類については，著者が申告するものと

するが，論文誌編集委員会において分類

の変更が必要と判断した場合には著者の

了解のもとに分類の変更を行う． 

 編集委員会において，発表内容にコメン

トがついた場合は修正を求める．その際

の締切は原則として修正依頼の連絡後二

週間以内とする．ただし最終原稿の締切

については，状況に応じて論文誌編集委

員会が指定するものとする． 

 原則として論文は2名以上の査読委員が，

その他の原稿は1名以上の査読委員が査

読を行う．査読委員は論文誌編集委員会

が推薦して，事務局から査読を依頼する． 

 

3. 原稿の内容と体裁 
 

3.1 印刷時の体裁 

1. 原稿はA4ポートレイト(縦長) とする． 

2. 上余白は 20mm，下余白は 15mm程度と

する． 

3. 左余白，右余白は，25mm程度，段落の

間は10mm程度とする． 

4. 本文は読みやすい文字間隔・行間隔を

とること． 

5. 本文のフォントは後述するように

10.5ポイントとするが，10.5ポイン

トが難しい場合は 11ポイントでも良

い． 

6. 1 ページは41行×20字× 2段組とす

る． 

 
3.2 見出しなど 

表題から電子メールアドレスまでの記載順

位は以下の順とし，これらについては一段組

で中央揃えとする．文字フォントも下記に指

定されたもの，またはそれにできるだけ近い

ものを採用すること． 

1. 日本語タイトル 

ゴシック体，14ポイントとし，太字で

強調すること． 

2. 英文タイトル 

Century，14ポイントとする． 

3. 日本語執筆者名 

明朝体，12ポイントとし，次のような

点に注意すること． 

 名字と名前の間は全角のスペース 1

個を挿入する． 

 複数の執筆者がいる場合には，名前

はカンマで区切ること． 

 所属毎に，マークで識別して，所属

部局，住所，電子メールアドレス等

の補足情報は脚注に記述する．ここ

での脚注マークには数字以外のマ

ーク(*、†、‡、等) を使用するこ

と． 

なお，電子メールアドレスの記載は

任意である． 

4. 英文執筆者名 

Century，12ポイントとし，次のような

点に注意すること． 

 名前と名字の間は半角のスペース 1

個を挿入し，名字は全て大文字で記



 
載する． 

 執筆者が2名の場合はandでつなぐ．

著者が3名以上の場合には，最後の

人はカンマとandでつなぐ． 

 所属毎に，日本語名と同じマークで

相互の関係を明示し，日本語の補足

情報と同様に英文の補足情報を脚

注に日本語の情報に続けて記述す

る． 

5. 日本語所属 

明朝体，10.5ポイントとする．組織の

代表名のみ記述する． 

6. 英文所属 

Century，10.5ポイントとする．組織の

代表名のみ記述する． 

 
3.3 アブストラクトとキーワード 

第3.2節で示した項目に続けて，アブスト

ラクトとキーワードを次の要領で記述する．

これらは左詰め，両端揃えで，一段組とする． 

1. 日本語アブストラクト 

明朝体，10.5ポイントとする．見出し

(概要，アブストラクトなどという言

葉) をつけずに本文のみを記載し，出

来れば行間を少し詰め，本文との区別

を分かりやすくすること．また 1行の

幅を本文の行幅よりも少し短くし，区

別がつくようにしても良い． 

2. 日本語キーワード 

明朝体，10.5ポイントとする．例は本

稿を参考にされたい． 

3. 英文アブストラクト 

Century，10.5ポイントとする．日本語

アブストラクトと同様の配慮を行う．

例は本稿を参考にされたい． 

4. 英文キーワード 

Century，10.5ポイントとする．例は本

稿を参考にされたい． 

 
3.4 本文 

本文は二段組とし，著作の種別によらず，

同一の形式とする．本文は明朝体，10.5ポイ

ントとする．次のような点に注意すること． 

1. 英語の略語には括弧書きで(フルスペ

ル)をそえること． 

2. 句読点は“，”と“．”(カンマとピリオ

ド)とし，“、” と“。”ではないので注

意されたい． 

3. 項番の付与方法は次の例に従うこと．

見出しはゴシックとすること． 

1. セクション 

1.1 サブセクション 

また，「1. セクション」のようなセク

ションの見出しは本文よりやや大きめ

の13ポイントとする．また「2.1 サブ

セクション」のようなサブセクション

の見出しは本文とセクションの見出し

の中間の大きさの12ポイントとする． 

4. 図・表については次の通りとする． 

 原則として本文中に取り込むこと． 

 段組の制約を受けないが，二段にま

たがる場合には上か下にまとめる

こと． 

 図には図の下に，表には表の上に名

称を記載するものとし，名称の表現

については次の通りとする． 

図・表種別，図・表番号，スペース

1 個，図・表の名称 

＜例＞ 

図1  システム構成図 

5. 参考文献は文末(著者略歴の前) に「参

考文献」という見出し(ゴシック左詰

め) に続けて，両括弧付の通し番号，

著者名，論文タイトル，書名または論

文誌名，巻号，ページ数，発行年とい

う順番で記載し，参考文献は引用場所

1),2) というように記載することとする．

URL による引用は，時間の経過につれ

て実体を参照できなくなる可能性があ

るので，できるだけ避けて欲しいが，

やむを得ない場合には例のように記述

する 3)．参考文献は引用順に記載する



 
こと． 

6. 著者略歴は参考文献の後に「著者略歴」

という見出し(ゴシック左詰め) に続

けて，著者の写真(第一著者のみ，白黒

が望ましい，40mm×30mm)，名前(ゴシ

ック)，略歴(全員) を写真の右側から

書き始め，二段組で記載する．略歴は，

原則的に改行なしで一人分を10行程度

以内にまとめる． 
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